
 

 

 

 

 

昔遊びの技 教えます！ 

…“作って遊ぼう！”昔遊び週間 
 

１月１７日（月）１８日（火）１９日（水）２０日（木）の“作って遊ぼう！”昔遊び

週間では、昼休みの時間に希望する全学年の児童を対象に、竹ぽっくり、くす玉鉄砲、お

手玉などを作り、昔遊びを体験しました。 

 

 
 

 

 

 

ボランティア活動１月 

お手玉づくりコーナーでは、俵形の

袋状にした布の中に、小豆４０グラム

を入れ、口の部分を並縫いした後、糸

を引っ張って絞り、止め結びをしまし

た。 

（俵形お手玉の２辺は、事前に縫い合

わせをしていただいています。） 

 

「どうやって縫ったらええんー？」 

「こんなふうにするんでー。」 

「わかったー。」 

竹ぽっくりづくりコーナーでは、竹

の節を基準に、１０㎝くらいの高さに

切りました。（２つ） 

その後、電気ドリルでひもの通る穴

を開けてもらいました。 

 

「背の高い竹ぽっくりをつくっても、

えぇ？。」 

「この辺を切るとええなあ－。」 

「やった－。」「うまく切れた－。」 

くす玉鉄砲コーナーでは、くす玉の

大きさに合った外側の女竹とピストン

の役目をする内側の女竹の太さ選びに

苦労しました。 

くす玉鉄砲のくす玉は「ポーン」と

音を立てて勢いよく飛びました。 

 

「この竹でえぇ？」 

「もう少し細い方がええなあ－。」 

 「ぴったり合うのを見つけた－！」 


